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コショ ウ目は 基部被子植物の一群であるモクレン類の植物で、 3 科（ ウマノ スズクサ科、

ド クダミ 科、 コショ ウ科） 3000-4000 種からなり 、 ウマノ スズクサ科は 7属約 600種、 ド クダ

ミ 科は 4 属 6 種、 コ シ ョ ウ 科は 5 属約 3600 種を 含む （ Wanke ら (2007) 、 Jaramillo ら

(2008)、 Frenzkeら (2015)） 。 コショ ウ目は全世界に広く 分布し 、 生態的・ 形態的に極めて多

様である。 熱帯多雨林、 温帯林、 湿地、 乾燥地など様々な環境に存在し 、 木本・ つる植物・

草本・ 寄生植物を含む（ Tsengら (1999)、 Wankeら (2007)、 Frenzkeら (2015)） 。 また、 花は直

径 30cmを超えるもの(Aristolochia の数種） から 2mmに満たないもの（ Peperomia） まで存在

する（ Wankeら (2007)、 Frenzkeら (2015)） 。 コショ ウ目には 500種以上の種を含む巨大な属

が 3つ（ サダソウ属、 コショ ウ属、 ウマノ スズクサ属） 存在するが、 これらの属がこれほど

多く の種に多様化した過程は明らかにされていない。

コショ ウ目の分類を整理し 、 その起源や多様化・ 分布拡大の過程を解明するには、 信頼性

の高い分子系統樹の構築や分岐年代推定が不可欠である。 コショ ウ目やコショ ウ目内の特定

の分類群に焦点を当てた研究の多く では、 属間や亜属間の系統関係は高い解像度で解明され

ているが、 種レベルの系統関係、 特にコショ ウ属やサダソウ属の内部の系統関係については

不明瞭な点が多い（ Frenzke ら (2015) 、 Jaramillo ら (2008)、 Martinez ら (2015)、 Samain ら

(2009)、 Smith ら (2008)、 Wanke ら (2006)、 Wanke ら (2007)） 。 Limら (2019)はサダソウ属につ

いて高解像度の系統樹を得ているが、 アジアの大陸に産する種は解析に含まれていない。 ま

た、 コショ ウ目の分岐年代推定については、 Smith ら (2008)、 Martinez ら (2015)、 Lim ら (2019)
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